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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・上村　春美様～アルコール依存症治療プログラム終了し本日ご家族迎えにて、退院されています。初外来は3/15(火)9:30の予定となっています。

・吉田　光良様～本日午後よりご家族様が面会予定です。本人、ご家族様から外出希望聞かれていますので、届出用紙に記入して頂く様にして下さい。現在の吉田様の状態について（服薬調整中であること、日中の居眠りが見られること、スタッフ対応は穏やかだが声掛けに表情を険しくさせる等の変化が認められる）ご家族へ情報提供してください。

・本日より、夜間救急当番となっています。(～７日まで)

＜看護度評価検討・事例検討　Ｂ＞

・出河　攻様　　看護度　Ｃ－Ⅳ(症状は安定している・社会復帰援助)

　　　　　　　　社会復帰に対しての意欲はあるものの「すぐに働ける。」等認識の甘さが認められています。症状については病棟日課には支障はないものの内在していると考えられます。以前ご家族様の面会があった際、通帳を確認しており、自身が考えていたより残金が少なかった為か、その後の問診時では退院等関する訴え聞かれず、焦燥感を表出することは見られなくなっています。体重管理出来ず、現在90,0㎏と標準を越えていますが、「これでも1㎏減った」等、自覚乏しい様子見られています。ウォーキング等運動は行っていますが間食に対しての認識低く売店にておやつを買い込もうとされる様子見られています。以前はプログラム中運動せずにただ座って見学されている事ありましたが、現在はきちんと参加し、体を動かすこと出来ています。運動に取り組めている事は評価し、持続できるようかかわっていくようにしましょう。また、本人を交え、栄養士の方と相談し、体重管理、栄養管理指導行っていきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護度はＣ－Ⅳで継続とします。

・長谷川　陽一様　看護度　Ｃ－Ⅳ(症状は安定している・社会復帰援助)

　　　　　　　　体重管理できずにいます、以前軽食となっていましたが「急に痩せた」と気にされ、普通食へ変更されています。レストランにて「まずい飯を食わされた。」と表情硬くさせ業者へ話していることがあり、体重減少と結び付け「そのせいで痩せた」と被害的に捉えている様子も伺えます。間食されており、体重管理に対する認識の低さや、症状に関しては怒り口調での独語や一人でニヤニヤ笑っている事ありスタッフからの指摘には「別に病気とは関係ない。」と話し、認識に欠けています。病棟日課へは支障なく取り組むこと出来ています。また、以前外出された際、無断で外泊し、父様の引越しの手伝いをし、疲れた様子で帰院されたり、多量の差し入れ自身で断る事を躊躇しているなど、ご家族（お父様）の言動に上手く対応出来ない面も見られる為、お父様との関わり方について適宜介入するようにしましょう。又体重管理・栄養指導も随時実施していきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護度はＣ－Ⅳで継続とします。

・宮本　建蔵様　看護度　Ｃ－Ⅳ(症状は安定している・社会復帰援助)

　　　　　　　　「痩せたんです。」と体重を気にされた発言が聞かれていますが、残食も目立っています。退院に対する焦り見られ、心気的となっている様子見られています。本人は焦りや自身の症状に対する自覚に乏しい様子見られています。また、面会がない事や、ご家族の方と中々連絡が付かないを気にされている為、スタッフより電話し盛岡の妹様とは連絡が取れましたが、八戸の妹様へは連絡がつかなかったとの事です。スタッフより、現在の宮本様の情報を提供し、家族の意向について話し合っていただき面会時に本人へ話して頂く様お願いしています。現在のところ病棟

　　　　　　　　日課には支障なく取り組む事が出来ています。自身の症状についての振り返りと、退院に向けて必要なことや課題等を考えて頂けるような関わりを持っていきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護度はＣ－Ⅳで継続とします。

